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か
ぼ
す
ブ
リ

旬
入
り
宣
言

漁業者支援を！

　県漁業団体は５日、自民党県連に

６年度の国政・県政と予算確保につ

いて要望した。同日、衛藤征士郎代

議士、古庄玄知参議及び白坂亜紀

参議とも会談し、国への要望を説明

した。（▽２～３面）

　全国漁港漁場大会で上京した18、

19日には、県選出の自民党国会議

員全員に対し、改めて漁業者支援を

要請した。（▽３面）

実
行
委
員
会
長
の
佐
藤
樹
一
郎
知

事
は
開
会
に
あ
た
り
、
「今
年
は
待

ち
に
待
っ
た
４
年
ぶ
り
の
通
常
開
催

で
す
。
ご
来
場
の
皆
様
に
は
丹
精
込

め
て
生
産
さ
れ
た
大
分
の
産
品
を
満

喫
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
水
産
コ
ー

ナ
ー
で
は
国
東
半
島
の
タ
コ
や
ハ
モ
、

蒲
江
の
ヒ
オ
ウ
ギ
、
ア
ジ
や
ブ
リ
な

ど
の
鮮
魚
や
チ
リ
メ
ン
な
ど
加
工
品

を
販
売
し
ま
す
。
生
産
者
と
消
費
者

の
絶
好
の
交
流
の
機
会
と
し
、
県
産

品
の
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
て
く
だ
さ

い
」と
挨
拶
し
た
。

県
農
林
水
産
祭
「お
お
い
た
み
の
り
フ
ェ
ス
タ
」が
２
１
、

２
２
日
の
両
日
、
別
府
公
園
で
開
催
さ
れ
た
。
３
年
連
続

で
農
林
業
と
の
合
同
開
催
と
な
り
、
水
産
か
ら
は
１
６
店

舗
が
出
展
。
連
日
多
く
の
家
族
連
れ
ら
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

開
会
式
で
挨
拶
す
る
中
根
組
合
長

旬を迎えた「かぼすブリ」

おいしい試食に笑顔

６　面

人通りが絶えない水産コーナー

今
年
も
「か
ぼ
す
ブ
リ
」
の
お
い
し

い
季
節
を
迎
え
た
。

「お
お
い
た
県
産
魚
の
日
」運
営
委

員
会
（山
上
誠
二
会
長
）は
２
日
の
早

朝
、
大
分
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
で

旬
入
宣
言
式
を
行
っ
た
。

県
農
林
水
産
部
の
佐
藤
章
部
長
の

祝
辞
に
続
き
、
県
漁
協
の
中
根
組
合

長
が
旬
入
り
を
宣
言
。
ほ
ど
よ
く
脂

が
乗
り
、
味
よ
し
、
香
り
よ
し
、
見
た

目
よ
し
の
三
拍
子
そ
ろ
っ
た
「か
ぼ
す

ブ
リ
」の
利
用
を
呼
び
か
け
た
。
塩

手
副
会
長
の
音
頭
で
が
ん
ば
ろ
ー
を

唱
和
し
、
市
場
関
係
者
ら
に
刺
身
を

ふ
る
ま
っ
た
。

今
年
度
は
４
業
者
が
「か
ぼ
す
ブ

リ
」を
生
産
し
、
３
月
末
ま
で
に
約
１

５
万
尾
、
６
８
０
ト
ン
を
出
荷
す
る

計
画
。
平
成
２
２
年
度
に
生
産
が
始

ま
り
、
生
産
量
の
増
加
と
と
も
に
県

内
外
の
認
知
度
も
高
ま
り
、
県
産
養

殖
魚
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン
ド
に
育
っ

た
。
昨
年
の
生
産
量
は
３
年
の
モ
ジ
ャ

コ
不
漁
を
受
け
３
３
３
ト
ン
と
少
な

か
っ
た
が
、
今
年
は
倍
増
す
る
。

当
日
は
市
内
の
「お
さ
か
な
ラ
ン

ド
」２
店
舗
で
も
Ｐ
Ｒ
試
食
会
を
行

い
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
か
ら
「食
感
が

い
い
」、
「お
い
し
い
」な
ど
高
評
価
を

い
た
だ
い
た
。

水
産
団
体
を
代
表
し
て
中
根
組
合

長
は
「海
水
が
使
え
な
い
ハ
ン
デ
ィ
は

あ
る
が
、
県
内
各
地
の
特
産
魚
介
類

を
揃
え
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

来
年
の
１
１
月
に
開
催
が
決
ま
っ
た

「全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」の
１

年
前
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
「お
お
い
た
海

博
」Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
に
も
ぜ
ひ
お
立
ち
寄

り
下
さ
い
」と
呼
び
か
け
た
。

県
漁
協
の
ブ
ー
ス
で
は
、
ブ
リ
か
ま

な
ど
も
焼
か
れ
、
順
番
待
ち
の
長
い

列
が
で
き
た
。
海
洋
科
学
高
の
缶
詰

な
ど
も
評
判
を
呼
び
、
水
産
コ
ー
ナ

ー
は
２
日
間
を
通
し
て
人
通
り
が
絶

え
な
か
っ
た
。
商
社
を
含
め
１
６
店

舗
で
１
千
万
円
を
超
え
る
売
り
上
げ

と
な
っ
た
。

辞令交付・任命

水研だより
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ク
ロ
マ
グ
ロ
の
知
事
管
理

漁
獲
可
能
量
の
確
保
及
び

漁
獲
枠
の
融
通

本
県
に
配
分
さ
れ
た
ク
ロ
マ
グ
ロ
の

漁
獲
枠
は
少
な
く
、
天
然
資
源
の
増

加
や
逃
げ
た
養
殖
魚
の
入
網
に
よ
り

上
限
に
達
し
採
捕
停
止
命
令
が
出

さ
れ
、
沿
岸
漁
業
者
の
経
営
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
国
に

対
し
て
は
、
資
源
状
況
に
応
じ
た
ク

ロ
マ
グ
ロ
漁
獲
枠
の
拡
大
を
実
現
さ

せ
る
と
と
も
に
、
逃
げ
た
養
殖
魚
の

漁
獲
量
を
科
学
的
根
拠
に
基
づ
き

4

資
源
管
理
・
栽
培
漁
業
等

の
推
進

近
年
別
府
湾
等
で
異
常
発
生
し
沿

岸
漁
業
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
ミ
ズ
ク
ラ
ゲ
や
ウ
ミ
シ
ダ
、

ま
た
、
佐
賀
関
、
保
戸
島
及
び
鶴
見

等
の
一
本
釣
に
か
か
っ
た
魚
の
食
害

被
害
が
絶
え
な
い
サ
メ
に
つ
い
て
は
、

漁
業
者
等
が
行
う
有
害
生
物
の
駆

除
や
処
理
等
の
被
害
軽
減
対
策
を

支
援
す
る
「有
害
生
物
漁
業
被
害
防

止
総
合
対
策
事
業
」の
対
象
と
な
ら

な
い
た
め
、
国
は
各
地
域
に
お
け
る

漁
業
被
害
の
実
態
を
把
握
し
、
多
様

な
有
害
生
物
へ
の
対
策
に
柔
軟
に
支

援
す
る
よ
う
要
望

6

有
害
生
物
に
よ
る
漁
業
被

害
の
防
止
対
策

（2）

輸出先の転換と国内需要の喚起を！
飼料・燃油等高騰への対策強化を！

令和６年度　政策と予算を要望

要
望
項
目
と
新
規
重
点
事
項

漁
業
生
産
活
動
の
存
続
を

図
る
た
め
の
漁
業
者
及
び

漁
協
等
へ
の
支
援

12

改
正
漁
業
法
等
へ
の
対
応

に
対
す
る
支
援

ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
の
長
期
化
に
よ

る
燃
油
、
飼
料
等
の
価
格
高
騰
に
加

え
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
放
出
に
伴

う
中
国
に
よ
る
日
本
産
水
産
物
の
輸

入
全
面
停
止
な
ど
様
々
な
社
会
経

済
環
境
の
変
化
、
ま
た
温
暖
化
や
貧

栄
養
化
の
進
行
に
伴
う
魚
種
の
転
換

や
漁
場
の
移
動
な
ど
自
然
環
境
の
変

化
な
ど
に
よ
り
影
響
を
受
け
て
い
る

漁
業
者
及
び
漁
協
等
に
対
し
、
国
に

よ
る
総
合
的
な
支
援
を
要
望

〇
漁
業
経
営
へ
の
影
響
緩
和
対
策

「漁
業
収
入
安
定
対
策
事
業
」や

「漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
事

業
」の
拡
充
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
コ

ロ
ナ
対
策
に
匹
敵
す
る
支
援
制
度
の

創
設

〇
漁
協
等
の
経
済
活
動
へ
の
支
援

劣
後
ロ
ー
ン
を
含
め
た
資
本
対
策

な
ど
財
務
へ
の
直
接
的
な
支
援

〇
海
洋
環
境
変
化
等
を
乗
り
越
え

る
た
め
の
新
た
な
取
組
対
策

国
に
は
、
「水
産
業
成
長
産
業
化

沿
岸
地
域
創
出
事
業
」に
よ
る
設
備

投
資
へ
の
支
援
等
を
拡
充
・強
化
す

　大分県漁業関係団体漁政推進本部（中根隆文代表）は５日、自民
党大分県連に対し令和６年度における国・県の政策と予算確保を要
望した。
　内容は九州・山口地区の漁連、漁協の共通の要望に県漁協の独
自の要望を加えた１０項目。

る
よ
う
要
望

県
に
は
、
新
た
な
漁
場
や
養
殖
対

象
魚
種
の
開
発
に
必
要
な
調
査
・研

究
を
推
進
す
る
よ
う
要
望

自民党県連 阿部英仁会長

県漁業関係団体漁政推進本部

「磯
焼
け
」に
よ
り
減
少
し
て
い
る

藻
場
は
、
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
・固

定
し
地
球
温
暖
化
を
抑
制
す
る
「ブ

ル
ー
カ
ー
ボ
ン
」の
役
割
を
果
た
す
と

と
も
に
、
ヒ
ジ
キ
や
テ
ン
グ
サ
は
健

康
志
向
か
ら
国
産
品
の
需
要
が
高

く
、
漁
業
や
養
殖
業
の
対
象
種
と
し

て
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
は

有
用
海
藻
類
の
増
養
殖
技
術
の
開

発
を
推
進
す
る
よ
う
要
望

県
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
、
ド
ロ
ー
ン
や
Ａ
Ｉ
な
ど
の

先
端
技
術
を
用
い
た
赤
潮
の
監
視

や
長
期
予
測
を
進
め
る
と
と
も
に
、

ア
サ
リ
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な

赤
潮
発
生
抑
制
技
術
を
開
発
す
る

よ
う
要
望

7

赤
潮
に
よ
る
漁
業
被
害
の

防
止
対
策

大
臣
許
可
の
大
中
型
ま
き
網
漁
船

が
小
型
魚
を
含
む
大
量
の
タ
チ
ウ
オ

を
漁
獲
し
た
こ
と
に
よ
り
資
源
が
激

減
し
、
大
分
・愛
媛
両
県
の
沿
岸
漁

業
者
の
経
営
に
甚
大
な
影
響
を
与

え
て
い
る
こ
と
等
に
鑑
み
、
国
は
指

定
漁
業
の
操
業
実
態
を
把
握
し
、
資

源
の
保
護
・培
養
に
必
要
な
規
制
措

置
を
早
急
に
講
じ
る
よ
う
要
望

漁
獲
可
能
量
の
カ
ウ
ン
ト
か
ら
除
外

で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
行

う
よ
う
要
望

ま
た
、
県
に
は
、
「採
捕
停
止
」に

な
ら
な
い
よ
う
、
引
き
続
き
都
道
府

県
間
の
漁
獲
枠
の
融
通
等
の
迅
速
な

対
応
を
行
う
よ
う
要
望

3

大
臣
許
可
漁
業
の
操
業
実

態
の
把
握
と
規
制

5



令和　５年１１月 水産おおいた 第１５９号

〇
漁
場
改
善
計
画
の
見
直
し
に
伴

う
小
規
模
事
業
者
の
保
護

国
は
養
殖
生
産
量
を
増
大
す
る
た

め
、
漁
場
改
善
計
画
の
見
直
し
と
し

て
数
量
削
減
規
定
の
撤
廃
を
打
ち

出
し
て
い
る
が
、
本
県
の
養
殖
業
者

の
多
く
は
小
規
模
家
族
経
営
体
で
あ

り
、
飼
料
の
高
騰
下
で
増
産
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
漁
場

改
善
計
画
に
よ
る
生
産
量
の
削
減
に

つ
い
て
も
存
続
さ
せ
、
「積
立
ぷ
ら
す

」に
よ
る
強
度
の
補
填
が
受
け
ら
れ

衛藤征士郎　衆議院議員を囲んで
組合長及び第二選挙区の委員長

藤田仁司　水産庁次長も訪問
大分県への支援をお願いした

１
８
日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
全
国
漁
港
漁
場
大
会
が
開
催
さ

れ
、
県
漁
協
か
ら
は
中
根
組
合
長
ら
１
５
名
が
参
加
し
た
。

理
事
会
で
の
提
案
を
受
け
、
こ
の

機
会
に
県
選
出
の
自
民
党
国
会
議

員
を
代
表
者
が
訪
問
し
、
改
め
て

漁
業
者
支
援
等
を
要
請
し
た
。

８
月
２
４
日
の
海
洋
放
出
開
始
と

中
国
に
よ
る
日
本
産
水
産
物
輸
入
の

全
面
停
止
と
い
う
新
た
な
情
勢
を

踏
ま
え
、
全
国
の
漁
業
者
と
と
も
に

国
の
万
全
の
対
応
な
ど
を
要
望

〇
風
評
被
害
の
防
止
と
持
続
可
能

な
漁
業
の
支
援

国
は
、
風
評
被
害
等
に
備
え
た
８

０
０
億
円
の
基
金
に
よ
り
実
効
性
の

あ
る
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
持

続
可
能
な
漁
業
の
実
現
に
向
け
、
Ｊ

Ｆ
グ
ル
ー
プ
が
生
産
・流
通
対
策
及

び
担
い
手
確
保
対
策
等
に
活
用
で
き

る
よ
う
要
望

ま
た
、
漁
業
者
が
安
心
し
て
漁
業

を
継
続
で
き
る
よ
う
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
実
施
等
を
通
じ
た
安
全
性
の
確
保

や
消
費
者
の
安
心
を
得
て
い
く
取
組

漁
業
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
の

構
築
な
ど
を
確
実
に
履
行
す
る
よ

う
要
望

〇
輸
出
先
の
転
換

本
県
は
養
殖
ブ
リ
の
輸
出
産
地
に

指
定
さ
れ
県
漁
協
は
新
し
い
加
工
場

を
建
設
し
て
い
る
が
、
建
設
と
並
行

し
て
計
画
し
て
い
た
中
国
へ
の
販
路
開

拓
は
目
途
が
立
た
な
い
状
況
で
あ
り

来
年
度
か
ら
新
加
工
場
が
稼
働
し

て
も
、
輸
出
計
画
は
大
幅
に
下
振
れ

る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

国
の
指
導
と
支
援
に
よ
り
、
新
た
な

輸
出
先
国
の
開
拓
等
を
要
望

衛藤晟一　参議院議員 岩屋　猛　衆議院議員

（3）

「干
物
、
し
ら
す
干
し
」等
の
製
造

は
、
食
品
衛
生
法
の
改
正
に
伴
い
令

和
６
年
６
月
以
降
も
製
造
す
る
場

合
は
、
同
年
５
月
３
１
日
ま
で
に
営

業
許
可
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
許
可
基
準
を
満
た
す
た
め
に
は

施
設
の
改
修
等
が
必
要
と
な
り
、
零

細
な
加
工
業
者
や
漁
業
者
に
は
費

用
負
担
が
大
き
く
、
対
応
が
で
き
な

い
場
合
は
浜
に
お
け
る
水
産
加
工
の

存
続
が
困
難
と
な
る
事
態
に
直
面

し
て
い
る
た
め
、
県
に
対
し
許
可
基

準
の
緩
和
や
弾
力
的
な
運
用
、
施
設

改
修
等
へ
の
経
費
支
援
を
要
望

〇
国
内
需
要
の
喚
起

輸
出
向
け
に
生
産
さ
れ
た
水
産
物

が
、
輸
出
先
を
失
い
国
内
に
還
流
し

市
場
の
相
場
を
引
き
下
げ
れ
ば
、
多

く
の
漁
業
者
に
影
響
す
る
た
め
、
国

は
学
校
給
食
で
の
利
用
や
ネ
ッ
ト
通

販
、
生
産
者
と
流
通
業
者
が
タ
イ

ア
ッ
プ
し
た
量
販
店
へ
の
販
売
な
ど
、

国
内
に
お
け
る
新
た
な
需
要
を
喚

起
す
る
と
と
も
に
、
水
産
物
価
格
の

監
視
と
下
落
防
止
対
策
等
を
講
じ

る
よ
う
要
望

〇
県
内
漁
場
及
び
県
産
水
産
物
の

安
全
確
認
、
公
表

県
産
水
産
物
に
対
す
る
風
評
被
害

を
防
止
す
る
た
め
、
県
内
の
主
要
な

漁
場
に
お
け
る
水
質
検
査
や
県
産

水
産
物
の
品
質
検
査
を
定
期
的
に

行
い
、
放
射
性
物
質
等
に
よ
る
汚
染

が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
公
表
す
る

よ
う
要
望

９

養
殖
業
の
振
興

８

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋

放
出
に
対
す
る
迅
速
か
つ

継
続
し
た
支
援

古庄玄知　参議院議員 白坂亜紀　参議院議員

国
会
議
員
に
漁
業
者
支
援
等
を
要
請

水
産
製
品
製
造
業
許
可
に

お
け
る
施
設
適
合
基
準
の

緩
和
及
び
施
設
改
修
費
用

等
へ
の
支
援

1０ る
制
度
を
維
持
す
る
よ
う
要
望

〇
ヒ
ラ
メ
養
殖
業
の
周
年
安
定
生
産

に
む
け
た
研
究
開
発

生
産
量
が
日
本
一
で
県
南
地
域
の

重
要
な
産
業
と
な
っ
て
い
る
ヒ
ラ
メ

の
陸
上
養
殖
は
、
夏
期
の
高
水
温
期

に
感
染
症
が
発
生
し
や
す
い
こ
と
か

ら
種
苗
の
導
入
が
困
難
で
あ
り
、
種

苗
か
ら
１
年
間
飼
育
し
て
出
荷
す
る

場
合
、
夏
場
に
出
荷
の
端
境
期
が
発

生
し
経
営
上
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
高
水
温
期
に
感
染
症
が

発
生
し
な
い
優
良
系
統
の
親
魚
を
作

出
し
、
県
漁
業
公
社
に
お
け
る
量
産

が
可
能
と
な
る
よ
う
、
県
に
要
望
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異
業
種
交
流
に
よ
る
魚
価
向
上
の
取
組
と
は
？

漁
業
士
ら
と
恒
例
の
意
見
交
換
会
を
開
催

県
下
一
斉
休
漁
日
と
な
る
第
２
土

曜
日
の
１
４
日
、
県
水
産
会
館
に
お

い
て
「大
分
県
水
産
業
の
発
展
に
向

け
た
意
見
交
換
会
」が
開
催
さ
れ
、

漁
業
士
や
新
規
就
業
者
ら
５
０
人
が

参
加
し
た
。

ま
ず
、
山
尾
政
博
名
誉
教
授
か
ら

今
回
特
別
顧
問
を
引
き
継
い
で
い
た

だ
い
た
鹿
児
島
大
学
水
産
学
部
の
鳥

居
享
司
准
教
授
が
趣
旨
説
明
・基
調

講
演
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
水
産
物

の
国
内
市
場
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

や
、
生
産
者
に
よ
る
６
次
産
業
化
の

直
売
店
数
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
状
況

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で

は
生
産
者
の
勢
い
あ
る
行
動
力
で
６

次
産
業
化
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
漁
業
者
が
漁
獲
か
ら
販
売

ま
で
を
全
て
一
人
で
担
う
の
で
は
な

く
、
異
業
種
と
の
連
携
に
よ
る
水
産

物
の
価
格
向
上
の
可
能
性
に
つ
い
て

議
論
し
た
い
と
の
提
案
が
あ
っ
た
。

鳥
居
先
生
か
ら
は
、
鹿
児
島
県
奄
美

漁
協
笠
利
地
区
の
量
販
店
と
の
直
接

取
引
に
よ
る
安
定
確
保
の
事
例
な
ど

３
つ
の
事
例
を
紹
介
い
た
だ
い
た
。

次
い
で
、
合
同
会
社
宿
の
ミ
カ
タ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
社
員
の
永
本
浩
司

氏
か
ら
「地
元
で
水
産
物
の
価
値
を

伝
え
る
～
旅
館
と
水
産
業
の
連
携

～
」と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

永
元
氏
は
、
旅
館
業
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
が
専
門
で
あ
り
、
長
崎
県
の
新
上

五
島
な
ど
沿
岸
地
域
の
リ
ゾ
ー
ト
施

設
の
再
建
を
通
じ
、
旅
館
の
主
力
と

な
る
料
理
や
扱
う
水
産
物
が
い
か
に

重
要
か
の
説
明
が
あ
っ
た
。
一
方
で
、

地
元
な
の
に
地
元
の
も
の
を
使
え
な

い
流
通
の
難
し
さ
等
の
苦
労
し
た
体

験
を
踏
ま
え
、
旅
館
（料
理
人
）や
漁

業
者
（生
産
者
）が
交
流
す
る
場
を

設
け
、
議
論
を
進
め
る
べ
き
と
提
言

し
た
。

こ
れ
ら
の
話
題
を
踏
ま
え
、
６
班
に

分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
討
論
を
行
っ
た
。

（4）

鳥居享司准教授
（特別顧問）

永本浩司氏
（講師）

グ
ル
ー
プ
発
表
で
出
さ
れ
た
主
な
意

見
は
次
の
と
お
り
。

・コ
ロ
ナ
禍
で
価
格
が
安
い
と
い
う
こ

と
に
消
費
者
が
慣
れ
、
そ
の
状
況
に

売
る
側
の
量
販
店
や
漁
師
も
価
格

が
下
が
る
こ
と
に
慣
れ
て
し
ま
い
、

価
格
調
整
機
能
が
崩
れ
て
い
る
。

・未
利
用
魚
の
食
べ
方
を
Ｐ
Ｒ
し
、
ま

た
食
べ
や
す
く
提
供
す
る
加
工
業
者

の
協
力
も
必
要
。

・日
出
地
区
で
は
、
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
や

体
験
漁
業
を
観
光
業
者
と
連
携
し

て
取
り
組
み
、
地
元
魚
市
場
の
来
場

者
が
増
え
、
さ
ら
に
価
格
向
上
に
も

繋
が
っ
た
。

・商
工
や
観
光
サ
イ
ド
と
も
連
携

し
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の
商
品
化

を
異
業
種
で
コ
ラ
ボ
す
る
の
も
面
白

い
。

・売
上
分
析
（Ｐ
Ｏ
Ｓ
）す
る
こ
と
が

経
営
計
画
を
た
て
る
上
で
大
事
。

・若
手
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
も

ら
い
、
積
極
的
に
発
言
し
て
ほ
し
い

最
後
に
総
合
討
論
を
行
っ
た
。
「商

工
会
や
観
光
業
と
の
連
携
な
ど
に
つ

い
て
も
興
味
が
湧
い
た
」、
「意
見
交

換
会
の
内
容
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
浜
に

持
ち
帰
っ
て
話
を
し
て
ほ
し
い
」等
の

前
向
き
な
発
言
が
相
次
ぎ
、
参
加
者

の
多
く
が
魚
価
の
向
上
に
異
業
種
交

流
が
果
た
す
役
割
を
実
感
し
た
。
ま

た
、
「旅
館
と
漁
業
者
と
の
意
見
交

換
を
す
る
場
を
行
政
に
設
け
て
欲
し

い
」と
の
意
見
を
頂
い
た
の
で
、
県
や

県
漁
業
士
連
絡
協
議
会
で
も
、
県
漁

協
と
相
談
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。

魚
離
れ
が
言
わ
れ
る
中
、
大
分
の

新
鮮
な
魚
は
都
市
住
民
ら
に
は
魅

力
的
で
、
間
違
い
な
く
大
き
な
価
値

を
持
っ
て
い
る
。
自
然
豊
か
な
大
分

に
来
て
、
見
て
、
泊
ま
っ
て
、
獲
れ
た

て
の
う
ま
い
魚
を
食
べ
て
い
た
だ
く
。

そ
ん
な
海
業
の
取
り
組
み
が
、
地
域

の
経
済
を
回
す
柱
の
ひ
と
つ
に
な
る

か
も
知
れ
な
い
。

特
別
顧
問
を
お
引
き
受
け
い
た
だ

い
た
鳥
居
先
生
、
ご
講
演
を
い
た
だ

い
た
永
元
氏
、
そ
し
て
水
産
業
の
将

来
を
真
剣
に
考
え
て
議
論
に
参
加
さ

れ
た
漁
業
士
や
新
規
就
業
者
の
皆

さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

ま
た
、
長
い
間
ご
指
導
を
い
た
だ
き

ま
し
た
山
尾
名
誉
教
授
に
は
、
心
か

ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（本
稿
は
県
水
産
振
興
課
田
西
主

幹
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
）
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おおいた海博に向け 海上歓迎パレードリハーサル

漁業調査船

ごち網漁船 もじゃこ漁船

Ｊ
Ｆ
佐
賀
関
ブ
ー

ス

行
列
が
絶
え
な
い

　秋晴れの１５日、大分市の「お部

屋ラボ祝祭の広場」で開催した「お

魚フェス」は、家族連れら多くの来

場者で賑わった。

　販売コーナーでは佐賀関支店が

関あじなどの鮮魚や寿司、冷凍加

工品を販売した。ニベのフライや

アワビ焼きには行列ができ、完売

する商品も続出した。

　「豊かな海づくり大分大会」が協

賛する展示コーナーやタッチプー

ルには子供らが集まり、大分の魚と

触れ合う楽しい一日となった。

豊かな海づくり大分大会

（5）

タ

ッ
チ
プ
ー

ル
も
人
気

船びき網漁船団 底びき網漁船

一本釣漁船 刺し網漁船

漁船団パレード

７
日
、
別
府
港
第
４
埠
頭
で
「海
上
歓
迎
パ
レ
ー
ド
」の
リ

ハ
ー
サ
ル
が
行
わ
れ
た
。

漁
法
紹
介
パ
レ
ー
ド
に
は
、
船
び
き
網
、
底
び
き
網
（以

上
、
杵
築
支
店
）、
一
本
釣
（佐
賀
関
支
店
）、
刺
網
（別
府
支

店
）、
ご
ち
網
（武
蔵
支
店
）、
も
じ
ゃ
こ
（下
入
津
）の
各
漁
船

と
、
県
の
取
締
船
、
調
査
船
が
順
に
航
行
し
た
。
漁
船
団
パ

レ
ー
ド
に
は
、
安
岐
か
ら
大
分
ま
で
の
５
支
店
に
所
属
す
る

４
６
隻
の
漁
船
が
参
加
し
た
。

漁業取締船
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　北部水産グループでは、養殖マガキの年内出荷に合

わせた種苗生産をするために、通常7～8月に行う採卵よ

りも早い、3～5月に採卵を行う早期採卵技術の開発を

行っています。早期採卵するには、採卵用親貝の成熟を

促すための加温飼育が必要で、これまでの試験により、

12月下旬から20℃で親貝を飼育することで、3月上旬に

採卵可能となることが確認されています(図1)。種苗生産

は、成熟した親貝から卵と精子を取り出して受精させ、卵

から孵化した浮遊幼生を3～4週間飼育し、付着基質を

水槽内に入れてマガキ稚貝を採苗する、という流れで

行っていますが、幼生飼育中の生残率と採苗中の付着

率が低いことが課題となっています。

　この課題を解決するために、今年度は、これまでの飼育

手法から一部見直して種苗生産を実施しました。具体的

には、採卵時に受精卵を低密度で収容して孵化させたこ

と、浮遊幼生の飼育中の水温を高めにしたことが、これま

でとは違う点です。その結果、孵化率と浮遊幼生の生残

率が大幅に高くなりました(表1)。また、浮遊幼生の成長が

早まり(図2)、幼生飼育期間を短縮することもできました(表

1)。今後も、孵化率や浮遊幼生の生残率、さらには採苗

中の付着率も高めることができるような飼育手法を開発

するための試験を継続していきたいと考えています。

　〇 水産研究タイムリー情報は、大分県のホームページ10月掲載分
　　から作成しました。

https://www.pref.oita.jp/site/nourinsuisan/timelyjouhou2017-3.html

（6）

同北部水産グループ

https://www.pref.oita.jp/soshiki/15090/

https://www.pref.oita.jp/soshiki/15091/

研 だ水 よ り

【1０月12日・北部水産グループ】

海水温が低下してきて、マガ

キが肉厚濃厚になってきまし

た。本県瀬戸内海域には、マ

ガキの産地（中津、国東、杵

築、日出）が多数あります。安

全・安心なマガキを出荷する

ために当グループでは、養殖

場の貝毒原因プランクトン調

査やマガキの安全性を判別

する検査を行っています。

養殖ブリの疾病に対する新たなワクチン開発
【1０月12日・水産研究部】

ブリ養殖においてノカルジア

症は大きな被害を及ぼす疾

病の一つですが、現在ワクチ

ンの実用化には至っていませ

ん。当研究部では新たなワク

チンを開発するため、東京海

洋大学との共同研究に取り組

んでいます。今回の研究で成

果が認められれば、ノカルジ

ア症を予防できるワクチンの

実用化が期待されます。

貝毒被害を防止するためマガキを検査

マガキ種苗生産手法の改良 水産研究タイムリー情報

水産研究部

R4年 R5年

受精卵収容密度(粒/mL) 66 10

浮遊幼生飼育水温(℃) 23～26 26～28

孵化率(％) 28 61

浮遊幼生生残率(％) 20 62

浮遊幼生飼育期間(日) 25 16～20

図1 早期採卵で得られたマガキ卵

表1 R4・5年の種苗生産手法の相違点と結果

図2 マガキ浮遊幼生の殻長推移
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第
７
回
理
事
会

〜
漁
業
者
支
援
の
要
請
を
報
告
〜

す
る
試
算
を
確
認
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま

え
、
全
理
事
の
考
え
方
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、
組
合
員
の
高
齢
化
と
減
少
は
続
い

て
お
り
、
平
成
１
７
年
度
の
決
定
事
項

を
推
進
す
べ
き
と
の
意
見
が
大
勢
を

占
め
た
。
今
後
は
理
事
が
各
海
区
で
の

議
論
を
深
め
、
具
体
的
な
取
組
方
法

等
に
つ
い
て
ま
と
め
、
次
回
理
事
会
で

の
決
議
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
「
地
区
漁
業
運
営
委
員
の
７
２

歳
定
年
」に
つ
い
て
、
通
常
総
会
等
で

見
直
し
の
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
規
程
の
取
り
扱
い
の
考
え
方
を
幾

通
り
か
示
し
た
。
本
件
も
各
海
区
で

議
論
し
て
も
ら
い
、
理
事
会
（場
合
に

よ
り
次
期
総
会
）で
具
体
的
な
方
向

を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

い
て
」で
は
、
与
信
限
度
額
設
定
基
準

年
で
あ
る
対
象
月
を
変
更
す
る
と
し

た
原
案
を
承
認
し
た
。

第
６
号
議
案
「
信
用
事
業
譲
渡
に
係

る
研
究
室
の
設
置
に
つ
い
て
」で
は
、
九

州
信
漁
連
へ
の
信
用
事
業
譲
渡
を
検

討
す
る
た
め
、
諸
問
題
の
分
析
等
を

行
う
専
門
部
署
と
し
て
「信
用
事
業

譲
渡
研
究
室
」を
設
置
す
る
こ
と
を
承

認
し
た
。

協
議
・報
告
事
項
で
は
、
①
余
裕
金

第
７
回
理
事
会
に
先
立
ち
、
第
４

回
Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン
ク
大
分
県
会
議
を

開
催
し
た
。

今
回
は
、
ま
ず
「
不
良
債
権
回
収
」

に
つ
い
て
、
各
取
引
先
ご
と
の
取
組
状

況
を
報
告
し
、
次
回
ま
で
の
課
題
に

つ
い
て
確
認
し
た
。

次
い
で
、
「
組
合
員
増
資
１
億
円
に

向
け
た
目
標
設
定
」に
つ
い
て
、
平
成

１
７
年
度
第
１
回
理
事
会
の
決
定
事

項
に
基
づ
き
、
出
資
金
の
平
準
化
が

第
１
段
階
で
あ
る
正
組
合
員
１
０
万

円
、
准
組
合
員
５
万
円
に
達
し
た
場

合
は
２
１
５
８
万
円
、
第
２
段
階
で

あ
る
正
組
合
員
３
５
万
円
、
准
組
合

員
１
５
万
円
に
達
し
た
場
合
は
３
億

７
９
０
１
万
円
ま
で
出
資
金
が
増
加

第
1
回
販
売
委
員
会

最
後
に
、
「信
用
事
業
譲
渡
の
検
討
」

に
つ
い
て
経
緯
を
説
明
し
、
今
後
は
九

州
信
漁
連
へ
の
譲
渡
に
向
け
諸
問
題
の

分
析
等
を
行
う
専
門
部
署
と
し
て

「信
用
事
業
譲
渡
研
究
室
」を
設
置
す

る
こ
と
を
説
明
し
た
。

第
７
回
理
事
会
終
了
後
に
販
売
委

員
会
を
開
催
し
、
建
設
中
の
新
加
工

場
の
進
捗
状
況
と
先
進
地
調
査
の
予

定
に
つ
い
て
説
明
・協
議
し
た
。

新
加
工
場
に
つ
い
て
は
、
発
注
後
の

地
質
調
査
に
よ
る
実
施
設
計
の
変
更

保
健
所
と
の
協
議
に
伴
う
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

対
応
の
追
加
・見
直
し
、
入
札
残
金
に

よ
る
増
工
等
に
つ
い
て
説
明
し
、
了
承

を
得
た
。

先
進
事
例
と
し
て
は
、
養
ブ
リ
「鰤

王
」の
輸
出
に
実
績
の
あ
る
東
町
漁
協

（鹿
児
島
県
長
島
町
）と
加
工
残
渣
の

処
理
を
行
う
南
国
興
産
株
式
会
社

（宮
崎
県
都
城
市
）を
視
察
す
る
こ
と

を
提
案
し
た
。
販
売
委
員
だ
け
で
な

く
、
加
工
場
を
担
う
予
定
の
職
員
も

同
行
さ
せ
る
こ
と
で
了
承
を
得
た
。

代
表
理
事
会
長
に
中
根
氏

大
分
県
漁
船
リ
ー
ス
協
会

２
４
日
、
一
般
社
団
法
人
大
分
県
漁

船
リ
ー
ス
協
会
は
第
１
回
理
事
会
を

開
催
し
、
４
年
度
補
正
事
業
の
申
込

借
受
者
４
名
を
選
定
し
た
。
同
日
の
定

時
社
員
総
会
で
は
、
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
で
理
事
に
中
根
隆
文
、

本
庄
新
、
監
事
に
三
宅
哲
朗
の
３
氏
を

再
任
し
、
理
事
に
鳴
海
守
彦
氏
を
新

任
し
た
。
総
会
後
の
理
事
会
で
中
根
氏

が
代
表
理
事
会
長
に
選
定
さ
れ
た
。

岡
田
敏
弘
前
会
長
は
退
任
し
た
。

信
用
事
業
譲
渡
に
向
け
研
究
室
の
設
置
を
決
定

１
０
月
２
４
日
、
５
年
度
の
第
７
回

理
事
会
を
開
催
し
た
。

第
１
号
議
案
「
組
合
員
の
異
動
に
つ

い
て
」で
は
、
准
組
合
員
へ
の
新
規
加

入
７
人
、
譲
渡
加
入
１
人
及
び
資
格

変
更
１
人
に
つ
い
て
承
認
し
た
。

第
２
号
議
案
「
佐
伯
地
区
に
お
け

る
運
営
委
員
の
欠
員
に
つ
い
て
」で

は
、
運
営
委
員
長
の
死
去
に
伴
う
欠

員
の
補
充
は
行
わ
ず
、
副
運
営
委
員

長
が
職
務
を
代
行
す
る
と
し
た
佐

伯
地
区
運
営
委
員
会
の
決
定
を
承

認
し
た
。

第
３
号
議
案
「
売
買
基
本
契
約
書

（石
油
製
品
類
）の
締
結
に
つ
い
て
」で

は
、
ホ
ー
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
運
航
す

る
大
分
第
一
ホ
ー
バ
ー
ド
ラ
イ
ブ
㈱

に
燃
油
等
の
石
油
製
品
を
販
売
す

る
に
際
し
て
、
売
買
基
本
契
約
書
を

締
結
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

第
４
号
議
案
「
大
分
県
農
林
水
産

部
と
大
分
県
漁
業
協
同
組
合
及
び

大
分
県
信
用
組
合
と
の
包
括
連
携

協
定
の
締
結
に
つ
い
て
」で
は
、
第
４

３
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
の

成
功
と
大
会
を
契
機
と
し
た
水
産

業
の
振
興
に
向
け
３
者
が
連
携
協
力

を
図
る
た
め
、
県
の
立
会
い
の
も
と

で
県
漁
協
と
県
信
用
組
合
が
包
括

連
携
協
定
の
締
結
を
締
結
す
る
こ
と

を
承
認
し
た
。

第
５
号
議
案
「
業
務
規
程
（購
買
未

収
金
与
信
要
領
）の
一
部
改
訂
に
つ

第
４
回
Ｊ
Ｆ
Ｍ
Ｂ
大
分
県
会
議
・
理
事
間
協
議
も

増
資
と
運
営
委
定
年
制
に
向
け
議
論
の
深
化
を

の
運
用
状
況
報
告
、
②
第
４
３
回
全
国

豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
～
お
ん
せ
ん

県
お
お
い
た
大
会
～
１
年
前
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
「お
お
い
た
海
博
」、
③
「Ｊ
Ｆ
マ
リ

ン
バ
ン
ク
基
本
方
針
」に
基
づ
く
早
期

指
導
先
、
④
出
資
金
の
増
資
等
、
⑤
地

区
漁
業
運
営
委
員
の
被
選
挙
権
「定

年
」、
⑥
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放

出
に
伴
う
影
響
を
乗
り
越
え
る
た
め

の
漁
業
者
支
援
事
業
等
、
⑦
大
分
県

「常
例
検
査
」、
農
水
産
業
協
同
組
合

貯
金
保
険
機
構
「立
入
検
査
」及
び
⑧

そ
の
他
と
し
て
衆
院
選
に
向
け
た
推

薦
状
の
提
出
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
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編
集
後
記

今
回
は
、
加
工
で
有
名
な
山
田
水
産
が

経
営
す
る
「佐
伯
回
転
寿
司
マ
ル
マ
ン
」。

地
魚
メ
ニ
ュ
ー
が
人
気
ら
し
く
、
店
内
に

は
地
元
に
水
揚
げ
さ
れ
た
カ
サ
ゴ
、
イ
シ

ダ
イ
、
イ
ト
ヨ
リ
、
モ
イ
カ
な
ど
の
魚
種

が
書
か
れ
て
い
る
。
ど
れ
も
単
品
で
は
良

い
お
値
段
な
の
で
、
地
魚
を
中
心
に
８
貫

が
楽
し
め
る
「マ
ル
マ
ン
御
膳
」を
注
文
し

た
。
天
ぷ
ら
に
茶
碗
蒸
し
、
海
鮮
味
噌
汁

と
デ
ザ
ー
ト
も
付
い
て
ガ
ッ
ツ
リ
い
た
だ

い
た
。
味
も
当
然
、
満
足
！

室長

副室長

室員

室員

室員

室員

室員

室員

室員

室員

永井真二郎

三原晋一郎

中村　　景

野田直美

松井沙希穂

黒澤恵太

藤木孝之助

野田翔子

下郡祥平

西田和輝

総務部漁政課長

総務部漁政課長補佐

総務部漁政課係長

総務部漁政課（臨時）

総務部漁政課（臨時）

総務部漁政課（臨時）

総務部総務課

総務部総務課

経済事業部購買課主任

経済事業部販売課

1,980円

マルマン御膳

ＪＦおおいた おさかなチャンネル第３弾「極旨！おおいたオシャベリ食堂」

10月は「関サバと地鶏レバーのリエット」、11月は「ポピアソット」？

大分県産魚と大分県産品がコラボ！

魚介類とお肉（牛・豚・鳥）を同時に食べる今までにない

発想で、さらに一緒に食べることで美味しくなるように仕上

がった料理動画です。

ぜひ、ご家庭で調理してみてください。

https://www.youtube.com/@JF-ui6dz

ちょっと予習・・・「ポピアソット」は
タイ料理。ベトナムで有名な「生
春巻き」をタイ風にアレンジ。
野菜がたくさん摂れてヘルシー
なため、タイの女性に人気のメ
ニューだとか。

第４３回全国豊かな海づくり大会推進室職員を任命

１０月１日付け

辞 令 を 交 付
　下半期を迎えた２日、辞令交付を行っ

た。併せて、第４３回全国豊かな海づくり大

会推進室の職員を任命した。

　皆さんのご活躍を祈念します。

（8）

す
っ
か
り
涼
し
く
な
り
、
片
道
３
０
分

程
の
自
転
車
通
勤
も
楽
に
な
っ
た
。

秋
め
い
て
く
る
と
、
イ
ベ
ン
ト
の
季
節
。

今
年
は
「豊
か
な
海
づ
く
り
」プ
レ
大
会

も
あ
り
、
い
よ
い
よ
忙
し
い
。
推
進
室
の

皆
さ
ん
の
頑
張
り
に
期
待
し
た
い
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
や
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水

の
影
響
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
る
中
、
に
わ

か
に
中
東
情
勢
も
怪
し
く
な
っ
て
き
た
。

穏
や
か
な
経
済
活
動
が
営
め
る
よ
う
、

祈
る
ば
か
り
だ
。

サカナをたべれば

幸福が見えてくる

ウ オ
メ シ


